
１月８日（木）、始業式が行われました。 

校長式辞では、「ＡＢＣＤの法則」についての話があり、自己を成長させる

上で日々の凡事徹底が大切であることが伝えられました。 

【ＡＢＣＤの法則】 

Ａ・・・当たり前のことを     Ｂ・・・馬鹿にしないで 

Ｃ・・・ちゃんとやるのが     Ｄ・・・できる人 

 

【かわしも学園 めざす子ども像】 

（知）自分から学び続ける子  （徳）共感して行動する子  （体）健康な心と体をつくる子

子 

 

 

 また、生徒代表あいさつでは、新生徒会長の武田璃桜さんから各学年に期待することが伝えられました。 

（３年）中学生活最後の学期に、自分のもっている力を最大限に発揮する 

（２年）学校を支えるリーダーとしての責任と自覚を大切にする 

（１年）新入生のお手本となれるように準備を進める 

 最後に、生徒指導主任の金子教諭から、冬休み前に伝えられた「３つの ZERO（交通事故０・お金の貸し

借り０・SNSトラブル０）」が守られていたことが報告されました。 

 顔を上げて話を聞く生徒の表情からは新年を迎えての新たな決意がうかがえ、程よい緊張感の中、川下中学

校の２０２６年がスタートしました。 

川下中学校・川下小学校、愛宕小学校では小中一貫教育を進めています。上に示す「かわしも学園 

めざす子ども像」は、９年間の小中一貫教育を通じて育てたい児童・生徒の姿を表しています。この

「めざす子ども像」は、昨年８月に開催された小中合同研修会において、小・中学校の児童・生徒・教

職員・保護者、川下中学校OBの高校生、学校運営協議会委員等の地域の方が一堂に会して熟議を行い

決定したもので、川下中学校区に関わる人々の願いが込められています。 

 

２０２６年が明けました。 

本年もどうぞよろしくおねがいいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

鵬翼  川下中 HP 

つ  ば  さ 
令和７年度 川下中学校だより 

第９号 令和８年１月２０日発行 

http://www.edu.city.iwakuni.yamaguchi.jp/site/kawashimo-j/ 

３学期始業式 

ＨＰも随時更新しています！ 

 

めざす子ども像の実現にむけて 

 

 

  



１月６日（火）のリーダー研修会では、新生徒会執行部と専門委員長が

「めざす子ども像」を基に、生徒会スローガンや専門委員会の年間目標に

ついて考えました。 

今後も、学校運営協議会や地域協育ネット協議会等において、生徒と地

域の方とが意見を交えながら学校教育活動や生徒会活動の取組について、

見直し・改善を図っていきたいと考えています。 

保護者の方、地域の方にも「かわしも学園 めざす子ども像」を知って

いただき、児童・生徒へのご支援をいただきますようお願いします。 

１月７日（水）、３年生は１日早く登校し、到達度テストを受けました。

テスト前に参考書を開いて最終確認をする姿や、問題用紙が配られるのを緊

張した面持ちで待つ姿など、各教室は真剣な雰囲気に包まれており、いよい

よ受験シーズンが始まることが感じられました。 

入試当日に全ての力を発揮できるよう、心身ともに準備を進めてほしいと

思います。 

がんばれ！３年生！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の伝統の継承 

＜２月の行事予定＞ 

２日（月）専門委員会 
  ３日（火）２年

４日（水）公立高校特色選抜面接 
       ※３年４時間授業（給食あり） 
       ※１・２年５時間授業 
   ６日（金）漢検 
  １０日（火）テスト発表 
       新入生入学説明会 
１１日（水）建国記念の日 
１２日（木）職員会議 ※５時間授業 

  
 

１３日（金）全校集会 
      育友会常任委員会 

１６日（月）あいさつ運動 
      校納金振替日 
１８日（水）５時間授業 
１９日（木）・２０日（金） 

１・２年学年末テスト 
３年直前テスト 
※４時間授業（給食あり） 

２５日（水）チームほっとちゃん会議 
      あったかネット協議会 
      ※５時間授業 

 

 

１月１２日（月）、愛宕とんど焼き・川下とんど祭が行われました。北風の吹

く厳しい寒さの中での開催したが、多くの生徒がボランティアとして参加し、

地域の方ともに準備・運営・片付け等を行いました。 

とんど焼きは、正月飾りや書き初め等を燃やし、無病息災・家内安全・五穀

豊穣を願う日本の伝統的な火祭り行事ですが、過疎化等により継承が難しくな

っている地域も出てきています。 

愛宕・川下両地区において、冬の風物詩が残されていることに感謝するとと

もに、子どもたちが次の世代につないでいってくれることを願っています。 

受験シーズン到来 

 

 

 


